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お知らせ

　長野駅のステーションビルMIDORI長野 ３Ｆ〝りんごのひろば〞を会場に、「山と自然のサイエンスカフェ＠信
州」を開催しました。いずれも夕方６時から約1時間半の時間で話題提供＆ディスカッション。お勤め帰りや
通りがかりの方、遠方からお越しの方などのほか、お子様の姿も。各回40名前後の方々にご参加いただきま
した。以下は10月以降に開催した山カフェのテーマです。
◆10月21日（金）自然の豊かさと地域づくり（須賀）／野の花と伝統文化（浦山）
◆11月11日（金）外来生物って？（堀田）／ブラックバスがサケを食う？（北野）
◆12月16日（金）近未来の地域を変える気候変動－ 〝頭文字C〞 が鍵？－（栗林）
◆１月13日（金）野生動物の数をどう知るか？－見えかくれする影を追って－（黒江）

開催報告　◆　駅ビルで山カフェ好評

開催報告　◆　信州自然講座
「生物多様性の宝庫、北アルプス北部」
　通算22回目の信州自然講座（旧名称　公開セミナー）を2016年12
月３日（土）にサン・アルプス大町（大町市）で開催。当日は天候に
も恵まれ、120名の方々に来場いただき、活発な質問や意見をいただ
きました。共催、大町市・大町市教育委員会。
◆後立山連峰の成り立ち（富樫）
◆信州の生物多様性ホットスポット－白馬連山の高山植物－（尾関）
◆北アルプスの雪は将来どうなる？（浜田）
◆北アルプスに迫るシカ－登山ルートを探る－（黒江）
◆高山帯のシンボル、ライチョウの生息域外保全の取り組み（大町市立山岳博物館　宮野典夫）

ご案内　◆　平成29年度の催し
「サイエンスカフェ」や「自然ふれあい講座」などを引き続き開催します。お気軽にご参加ください。

◆山と自然のサイエンスカフェ＠信州
 ＊全８回のうち前半４回を紹介します。
５月25日（木）「オオルリシジミを守る」
６月22日（木）「セミから考える気候の変化」
７月６日（木） 「世界の南限 ニホンライチョウの

現在・未来」
９月14日（木） 「発見か！国内4例目の氷河 カク

ネ里」
■ 時間　いずれも午後６時～７時半
■ 場所　長野駅ビル MIDORI 3Fりんごのひろば

◆自然ふれあい講座
①　６月24日（土）
　　　　自然史王国信州を歩く～火山編～
　　場所：八ヶ岳北横岳（担当　富樫・石田）
②　８月上旬　みんなで温暖化ウオッチ　
 セミのぬけがらを探せ！
　　場所：大町・長野・松本・伊那・上田・飯田
 （担当　温暖化対策班）

◆施設公開＆夏休み親子環境講座
　７月22日（土）飯綱庁舎＆自然生態園

◆信州自然講座
　12月２日（土）長野市大豆島総合市民センター

※詳細については決まり次第、ホームページ等でお知らせ
します。日時内容については変更する場合があります。

◆特集「20年の成果勢ぞろい！」はいかがでしたか◆前号（H28年9月発行）に対して上田市Ｆさんより「かつてシジミチョウを求めてよく
山野を歩いたが食草コマツナギの減少が心配」、「新企画のフカヨミや自然ガイドが面白かった、次号も楽しみ」等の感想をハガキでいただ
きました◆これからも皆さまのアンテナと共振しながらの紙面づくりを目指してゆきます。 （編集担当　北野）
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